
• 県の助成事業により、野菜
カット工場が近隣に進出した
ため、加工・業務用ブロッコ
リーと長ねぎの出荷を始めた。

• 週間の出荷計画を策定し、曜
日ごとに出荷量を決めている。

• 連作障害対策のため、輪作
に取り組む。３年使用した
畑では、長ねぎとの作物変
更に取り組む予定。

• 避難先から帰還した方々が、
再び農業を行えるような環
境を整えるため、管理耕作
を進めていく。

株式会社 JAアグリサポートふたば（福島県浪江町）

• 野菜カット工場が近くにある
ため、直接出荷することがで
き、輸送費を抑えることがで
きている。また、市場に出荷
できなかったものが加工用と
して出荷できるようになり、
ロスが減った。

• 生育の速度や収穫物のサイズ
を揃えることが難しく、収穫
の適期を逃すとすぐに大きく
なりすぎてしまう。

生産してみて

経営の概要

実需者とのつながり 今後について

まずは、出荷先を見つけることと、物流に問題はないかを考えることが必要！

新規取組する方へのアドバイス

担当者名：代表取締役社長 榎内 宏
作付面積：ブロッコリー11ha（加工６割程度、生鮮４割程度）

ねぎ（加工６割程度、生鮮４割程度）、水稲26ha、他
取引先：市場、野菜カット工場

浪江町


